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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

　相次ぐ虐待事件に
　警察の介入を強化

談対応件数の増加の一因とし
て、児童虐待の事件報道により、
虐待への社会的認知が高まっ

ていることが挙げられる。また、子どもの目の
前でDVが行われる「面前DV」が虐待に
あたるとの認識が広がり、DVへの警察の
介入から通告に至るケースも増えている。
　府内で発生した虐待事件を受け2月、府
は児相と府警が情報を共有して子どもの
安全確認と安全確保を行うこと等を盛り込
んだ協定を締結。さらに府警では平成29年
度から「児童虐待対策室」を新設した。児
童虐待に特化した部署の設置は全国初だ。
児相の情報を共有することで虐待事案を

相

性犯罪被害に遭わないために 大阪府は、平成28年中の強制わいせつ事件の認知件数（※被害届が出された件数）が936件で、全国最多となっている。
性犯罪は被害届が出されていないケースも多く、実際に発生している件数は認知件数を上回っていると考えられる。

［ 発生状況 ］ ● 被害者の年齢は10～20歳代が全体の約8割を占める
● 発生場所は道路上が半数以上を占めて最も多く、続いて、
マンション･団地等の共同住宅が多い

● 午後9時～午前0時台の間に多く発生。全体の約4割を占める

［ 実際の被害事例 ］ ● 道路を歩いている女性の後ろから抱きついて口をふさぎ、身体を触る
● 道を尋ねる等、声をかけて女性に近づき、身体を触る
● 女性がマンションのオートロックを解除や、玄関ドアを開けようとする際に、
   後ろから抱きつき身体を触る

協力：大阪府警察

　なぜ立候補？

成26年、松井一郎大阪府知
事による発案から万博構想は
スタートした。構想の中核をな

すのは、「世界中のあらゆる人がよりよく
生きることのできる社会」の実現だ。国民
の強い健康志向と高度な医療技術に支
えられ、世界最高水準の平均寿命を達
成した日本は、健康や長寿の課題への
解決策を世界に示すことができる。特に
大阪には、ライフサイエンス分野において
世界をリードする大学、企業、研究機関と
ともに、食、エンターテイメント、AIやロボッ
トなど、様々な産業がバランスよく集積し
ている。このポテンシャルを活かし、1970
年の万博から55年が経過する2025年、
再び大阪の地で課題解決に向けた未来
の技術や新たなライフスタイルを提案す
る万博の開催意義は大きい。経済的にも、
建設や消費を通じ、大きな波及効果をも
たらすと試算されている。誘致段階から
大阪をアピールすることで大阪の集客力
と知名度が向上し、観光客の増加が交
通やサービスへの消費を生み出す。また、
インフラ整備や都市整備の促進や、企業
の研究・技術開発の活性化につながると
期待されている。

　国際博覧会とは？

際博覧会条約に基づき、世界
168カ国が加盟するBIE（博
覧会国際事務局）の承認のも

と、政府が主催者となり開催する国家プ
ロジェクトで、1851年のロンドン万博から
始まった。当初はその国の科学力や技術
力を誇る「国威発揚」の性格が強かった
が、現在は地球規模の課題を世界で共
有し、連帯して解決を目指す「課題解決
型」へと意義が変化している。

大阪発展の起爆剤に
2025年大阪万博
誘致を推進

平

2025年の万博誘致に取り組む大阪府。
3月13日には「いのち輝く未来社会のデザ
イン」とテーマ案が決定した。開催地決定
は2018年の秋ごろで、大阪府は立候補に
向けて国と調整中である。今回はその万博
誘致について大阪府政策企画部万博誘
致推進室に詳しく取材した。

阪と北陸を結ぶ特急「サンダ
ーバード」が、3月4日のダイヤ
改正からJR高槻駅に一部停

車している。昨年3月には、京都と関西空
港を結ぶ特急「はるか」が停車しており、
ますます交通利便性の高い駅となった。
　「はるか」の停車は、ホームの混雑解
消や安全性の確保のためホームが拡充

されたことに併せて実施された。その後、
「はるか」の乗客数が順調に伸びたため、
今回の「サンダーバード」の停車が決定
したという。市は「特急停車の拡充により、
旅行やビジネスに大変便利になる」と魅
力が高まった街をPRしている。

大

　開催経費・収支

催場所は臨海部の夢洲（ゆ
めしま）を予定。会場整備に
係る建設・整備経費は約

1,250億円、運営費は最大約830億円と
試算された。府は資金獲得のため民間
投資を呼び込むアイデアを募るなど、新
たな手法による民間資金の活用を模索
している。当初大阪府が掲げていた開
催テーマは「人類の健康・長寿への挑
戦」。しかし、政府の有識者検討会では、
「途上国が参加しやすい万博の視点を
大事にすべき」との意見が相次いだ。誘
致成功にはBIE加盟国の半数近くを占
めるアフリカや中南米の支持が不可欠
だが、発展途上国にとって長寿は身近
な課題と認識されない可能性があるた
めだ。3/13に決定した最終報告書案で
は、健康・長寿を重要な要素としつつ、
「いのち輝く未来社会のデザイン」がテ
ーマ案として決定した。大阪府では、当
初のテーマがバージョンアップされたも
のと見ている。

　府民アンケート

阪府が行ったインターネット調
査によると、府民の約8割が大
阪での国際博覧会に「訪れて

みたい」と回答。また、参加形態として一
般観覧との回答が約６割であったほか、

積極的な参加の意思を示す回答が約3
割にのぼった。

　今後のスケジュール

博誘致には学生も活発な意
見交換を行っている。昨年12
月、松井知事を招いて開催さ

れた「inochi学生フォーラム2016」では、
大学生・高校生が万博についての提言
をプレゼンテーション。様々な提案をまとめ
あげた「若者からの100の提言」が知事
に手渡された。府は今後、若者の声も十
分に聞きながら、大阪の将来を見すえた
コンセプト作りに取り組み、誘致への機運
を醸成していく。
　現在、開催への立候補を表明してい
るライバル国はフランスだ。BIEの規約に
より、最初の立候補が行われた昨年11月
22日から6ヶ月後の5月22日までが立候補
期限となる。日本政府は4～5月にBIEへ
立候補申請を行う。9月に提案書を策定、
提出し、2018年1月に行われる現地視察
の後、11月には加盟国168カ国の投票に
よって開催地が決定する見込み。

把握し、所在不明の子どもの積極的な安否
確認や、虐待の疑いがあると判断した場合
の介入など、虐待への対応力を強化する。

　地域の相談から
　早期発見と未然防止を

阪府では平成23年2月に「大
阪府子どもを虐待から守る条
例」を施行し、通告から48時間

以内の安全確認や、妊娠期からの切れ目
のない子育て支援などに取り組んでいる。
また同条例では、アルバイト代など子ども
の財産を不当に処分することを「経済的
虐待」と明確化されている。
　一方で、相談・通告があっても死亡事例
に至るケースはある。府の担当者は「虐待

を確実にキャッチし支援につなげる必要
がある。地域の方にも協力いただきながら、
家族が孤立しないよう見守ることが大切」
と話す。児童福祉法及び児童虐待防止
法では、全国民に対し、虐待が疑われる
場合は通告することを義務づけており、府
でも「躊躇せず相談を」と呼びかけている。

　「虐待」と「しつけ」の
　違いとは

本子ども虐待防止学会の理事
などを務める、山梨県立大学
人間福祉学部の西澤哲教授

は「“しつけ”は、子が「不快」に感じている
ことを「快」に立て直す手伝いをし、自立
心を育むことだ」と定義する。一方、虐待
は大人が自分の精神的安定のために子
どもを利用、濫用しているに過ぎない。親
は濫用したことを正当化せず、子どもに謝
罪すれば、心理的悪影響は和らぎ、親自
身も濫用を回避できるようになるという。
　虐待は、さまざまな要因や背景が複雑
に絡み合って起こる。著しい虐待行為より
も実は、“グレーゾーン”の方が多いのでは
と西澤教授は指摘する。「“子どもの不快
を快にするお手伝い”を頭に置き、子ども
に接することが大切だ」。

平日9時～20時は、女性警察官が対応
（土日祝および上記以外の時間帯は、留守番電話で対応）

性犯罪の被害にあわれた方、
ひとりで悩んでいませんか。
どうかひとりで悩まないで、ご相談ください。
相談は匿名でもOKです。

女性を狙った性犯罪は、人通りの少ない夜道やマンション･アパート等の共同住宅内で多発していることから犯罪を未然に防止するためのポイントをチェックしておきましょう。

「ながら歩き」をやめましょう
スマートフォンを操作しながら、イヤホン
で音楽を聴きながら歩くと注意力が散
漫に。不審者に気付かなかったり、交
通事故に遭う危険性も。

周囲を確認しましょう 
夜道を一人で帰る時、マンション等に
入る前には、必ず後ろを振り向いて不
審者がいないか確認しましょう。

必ず鍵をかけましょう
帰宅したら必ず玄関の鍵･ドアチェー
ンをかけ、オートロックや高層階のマン
ションでも窓やベランダの鍵をかける
ようにしましょう。

防犯ブザーを携帯しましょう
いざという時、すぐに使えるよう携帯
し、電池切れや故障がないかこまめに
確認しましょう。
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1970 大阪 日本万国博覧会（大阪万博）

1990 大阪 国際花と緑の博覧会（花の万博）

2005 愛知 2005年日本国際博覧会（愛・地球博）

2010 中国 上海国際博覧会

2015 イタリア ミラノ国際博覧会

2020 UAE ドバイ国際博覧会

［ アンケート ］

インターネット調査（平成27年６月18日～26日実施）
では2098名の府民回答。
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身近な支援体制づくりが
児童虐待から家族を救う
児童虐待による痛ましい事件が全国で相次いでいる。大阪府内の児童相談所（以下児相）に寄せられた児
童虐待相談対応件数は年々増加しており、平成27年度は16,581件（大阪市、堺市含む）で6年連続全国
最多となった。社会的背景には何があるのか、虐待を防ぐためには何が必要なのか。

大

日

［ 児童相談所での児童虐待相談対応件数の推移 ］
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兵庫県大阪府

お住まいの地域の
児童相談所につながります。
※一部のIP電話からはつながりません。
※通話料がかかります。

【身体的虐待】
殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけど
を負わせる、溺れさせるなど

【性的虐待】
子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラ
フィの被写体にするなど

【ネグレクト】
家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、
自動車の中に放置する、重い病気になっても病院に
連れて行かないなど

【心理的虐待】
言葉による脅し、無視、兄弟間での差別的扱い、子ど
もの目の前で家族に対して暴力をふるう（DV）など

舞洲

咲洲
大阪湾

万博会場
約100ha

 近年の開催実績と開催予定 

特急「サンダーバード」
JR高槻駅に停車

月にイギリスで行われたビール
の品評会、インターナショナルブ
ルーイングアワード2017で、箕面

ビールが製造・販売するクラフトビール
「W-IPA」が金賞を獲得した。1888年の初
開催以来、数年に一度イギリスで開催され、
通称“ビールのオスカー賞”と呼ばれる世界
で最も歴史のあるビール品評会の一つ。

今回受賞した商品は、通常の2.5倍のモルト
とホップで仕込んだアルコール度数9%のス
トロングエール。また、アルコール度数5.5%
の黒ビール「Stout」は銅賞を獲得した。担
当者は「クラフトビールをもっと多くの人に飲
んでもらいたい」と話す。

3

箕面ビール 金賞受賞
イギリスの品評会で

データ ： 厚生労働省の資料をもとに作成

▲代表取締役の大下香緒里さんは、「モル
トとホップのバランスの良さが評価されたの
ではないか」と話す。

ら植物園（池田市）は、いわゆ
る「植物園」ではない。150年続
く花と植木の卸問屋「花宇」の

五代目、西畠清順さんが2012年に始めた
植物のコンサルタント事業である。植物の
魅力をより広く伝えるため、行政機関や企
業、クリエイターなど、幅広いクライアントか
らの案件ごとに相応しい専門家と連携し
てプロジェクトを実行する。西畠さんはクラ
イアントからの要望に応えるべく、プラントハ
ンターとして世界各地、日本全国を飛び回
って植物を収集している。扱う植物は日本
でよく見かけるものと趣を異にしており、西
畠さんは「大量生産されたものや規格的
なものに魅力を感じない」と、独自のスタイ
ルを貫く。

　神戸では、メリケンパークにできたカフェ
FISH IN THE FORESTやSOLの屋上
庭園などの植物プロデュースを手掛けた
が、最近は東京や地方、海外での活躍が
増えているという。それでも川西市に住み、
本社もその近くに構える。拠点を移そうと
は思わないのは「川西が好きだから。京都
大阪神戸の真ん中にあって空港も近く、す
ぐそばに自然もある。これ以上良い場所は
ない」。地元川西市の街づくり大使に任命
され、2ヘクタールの公園をプロデュースし
たり、池田市を植木の産地として再活性化
するプランニングにも携わる。東京・大崎で
は大規模な緑化プロジェクトを成功させ、
街の姿を大きく変えたと話題になったそう。
こういった「街づくりにもっと関わりたい」と、
関西の活性にも意欲を見せる。

そ

世界で活躍する
そら植物園代表 西畠清順さん

最近、川西市から池田市に
本社を移した本社兼農場で
は、ヨーロッパやアジアなど
から仕入れた年300トンほど
の植物、数千種類を備蓄し
ている。見たことのない植物
ばかりで、圧巻。

西畠さんが地元・兵庫県
ではじめて手がけた、神戸
国際会館SOLの屋上庭
園「そらガーデン」。

プラントハンターとは元々、17世紀
ごろのイギリスで、王族や貴族の観
賞用植物などを世界中に探し求め
た人たちのことを指すという。


